
２月の保健目標  

冬の病気を防ごう 

『新型コロナウイルス感染症』について 

指定感染症として定めることに決定したことにより、学校保健安全法に定める第１種感染症とみな

すことになりました。かかった児童生徒があるときは、治癒するまで出席停止となります。 

毎日様々な報道がある中で、みなさん不安に過ごしていることと思います。新型コロナウイルス感

染症について、裏面に載せましたのでご覧ください。 

 

 

 

 

 

寒さがまた一段と増す時期になりました。 

 冬は暖房器具を使うので、想像以上に乾燥しています。 

部屋の湿度が５０％以下になるとインフルエンザウィル 

スが活発になってしまうので、乾燥対策を行い、適切な湿度（５０～６０％）を保てるようにしましょう。 

春までもうすぐです。引き続き、手洗い・うがいをしっかりして、インフルエンザに負けないで元気に

過ごしましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

盛岡となん支援学校 
保健室 Ｒ２.２月号 
 ほ け ん だ よ り 

 冬は、ノロウイルスによる感染性胃腸

炎の流行が心配されます。ノロウイルス

は感染力が強く、感染拡大防止には、「お

う吐物の適切な処理」と「入念な手洗い」

が大切です。 



新型肺炎についてのＱ＆Ａ 

            盛岡となん支援学校 保健室 

Ｑ１ 新型肺炎の原因となるウイルスは 

Ａ１ コロナウイルスです。今までのコロナウイルスは６種類が知られており、そのうち４種類は風邪

の原因となるウイルスです。「風邪」の１０～１５%程度はコロナウイルスによるものです。ただし

他の２種類は、２００３年に中国で流行した重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）や、中東地域で発

生している中東呼吸器症候群（ＭＥＲＳ）のように、重症化しやすいものもあります。 

 

Ｑ２ 新型肺炎の感染経路は 

Ａ２ 当初は、武漢市内の海鮮市場で処理された動物由来の飛沫を吸入したり、体液に接触したことが

原因と言われていました。今は、ヒトからヒトへの感染が起きていることも確実となっています。

感染している人の咳からの飛沫感染や、ウイルスが含まれる喀痰や唾液などに触れた手で口や鼻、

目を触ったことで感染する接触感染が起きているものと考えられます。 

 

Ｑ３ 新型肺炎の症状は 

Ａ３ 患者の主要な症状は発熱（３７．５℃以上）やせき、息苦しさ、呼吸困難、筋肉痛、倦怠感で

す。発症後しばらくは症状が軽いか無症状のため知らないうちに人にうつすことがあるようです。 

潜伏期間は長くて１～１４日程度との見方が有力です。新型肺炎の場合この潜伏期間中も感染す

る恐れがあります。また、無症状の感染者が見つかったとの報告もあり、自覚のないまま多くの人

に接触し感染を広げる恐れがあります。『歩く感染源』とも言われ予防対策を難しくしています。 

 

Ｑ４ 新型肺炎の治療方法は 

Ａ４ 根本的な治療方法はありません。対症療法と言って、今出ている症状に対しての治療として解熱

剤や点滴等で症状が改善するのを待ちます。 

 

Ｑ５ 予防方法は（過度に恐れず、適切な予防を！） 

Ａ５ インフルエンザと同じで、マスクの着用、こまめな手洗い、アルコール消毒が有効とされていま

す。物の表面は次亜塩素酸ナトリウム（０．１％）が有効と言われています。  

また、免疫力を上げることも大切です。これが一番の予防とも言われています。バランスのとれ

た栄養と十分な休養をとって免疫力を上げることが大事です。 

 

Ｑ６ 児童生徒が感染した時の学校での扱いは 

Ａ６ 「指定感染症」への指定をうけましたので、学校保健安全法に定める第１種感染症とみなし、出

席停止扱いにすることができます。出席停止期間は「治癒するまで」です。 

 

Ｑ７ 重症化しやすい人は 

Ａ７ 高齢者や高血圧・糖尿病・心臓や血管の病気などの持病がある人です。 

 

Ｑ８ 新型肺炎の致死率は 

Ａ８ 今のところ３％程度で、SARSの１０％、MERSの３０％と比較すると致死率は低いです。参考 

までに、新型インフルエンザの致死率は０．１％でした。 

 


